
 
5年下第 18回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 8 

 

 

(1) まず，4時のときを考えます。 

このとき，長針と短針 

のなす角(小さい方) 

は(30x4=)120(度) 

ここから長針が短針を追いかけます。 

1 分間に 5.5 度ずつ差が縮まりますか

ら追いつく（重なる）のは， 
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(2) 

正しい時計が 60分進とき 

時計 Aは(60-3=)57分進みます。 

 

(正)と(A)の時を刻む速さの比は 

 60:57=20:19 

 

 

 

 

Aにおいて，○19 が 6時間 20分（380分） 

なので， 

正しい時計の○20 は 

 380x
20

19
=400(分) ⇒6 時 40分 
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